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(very good)」という側面とは異なるものである。しかし，世界的に利用されている Rosenberg 




ら，この知見はそれほど振り返られることなく今日に至っている。本論文は， RSES が NSE と
PSE という２因子構造をもつこと，NSE と PSE にそれぞれ心理学的意味があること，NSE が





と NSE との関連を検討した。その結果，RSES が２因子に分かれること，ストレス反応と
攻撃性については PSE よりも NSE との関連が強く，NSE が高い子どもはストレス耐性が
高く，対人関係で敵意的解釈をしない傾向があることが見出された。 
 第３章では対象を成人に変え，RSES の因子構造と自己愛及び Well-being との関連が縦
断調査も含めて検討された。その結果，成人の場合にも RSES が２因子に分かれることが確
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